
砒素（As）は地質中に比較的高濃度に存在し（地殻

中平均濃度1.8mg/Kg）国内各地で地下水からのAs検

出事例も多い．県内でも地下水概況調査等によりＡｓの

検出された地下水があり，定期モニタリング調査（２

回／年）を行っている．

As検出地下水の水質特性を把握するために定期モニ

タリング地点及び対照試料としてAsが検出されていな

い周辺地下水の主要イオン成分等の分析を行った．

Ⅰ　定期モニタリング調査地点等

As調査地点の略図を図１に示す．Asの定期モニタリ

ング地点は本島中部地域に点在している．なお，沖縄島

の地質は図中の多幸山付近で大きく変化し，多幸山以北

では中生代以前の地層が見られるのに対し，南側では島

尻層群（泥岩主体）や琉球石灰岩等の新生代の地層しか

見られないとされている!)2)．定期ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点ではA～D

及びK地点が多幸山の南側にあり，E，F，I，J地点は北

側に位置している．

Ⅱ　測定項目等

ｐＨ，導電率(EC)，ＤＯ（夏期のみ），KMnO4消費

量（夏期のみ），溶解性鉄（D-Fe），溶解性マンガン

（D-Mn），Na＋，Ｋ＋，Ca２＋，Mg２＋，NH4-N，アルカ

リ度，Ｆ－，Ｃｌ－，NO2-N，Br－，NO3-N，PO4３－，

SO4２－及びAsの測定を行った．測定方法はJIS-K0102及

び上水試験法に準拠した．

Ⅲ　測定結果

夏期定期ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ時調査結果を表１に，冬期調査結果

を表２に示す．陽ｲｵﾝではA～C試料はNaの比率が高く，

その他の試料ではCaの比率が高かった．陰ｲｵﾝではｱﾙｶﾘ

度（HCO3）の比率が高かった．また，殆どの試料で各

測定項目に大きな変動は見られなかったが，D試料では

夏期と冬期にはDO，D-Fe，D-Mn等に大きな変動が見

られた．

Ⅳ　考察等

測定結果より作成したｷｰﾀﾞｲﾔｸﾞﾗﾑを図２に示す．定期

モニタリング地下水の水質は領域Ⅱ（河川水・浅層地下

水型）と領域Ⅲ（深層地下水型）の２つに分類された．

深層地下水に分類された地下水(A,B,C試料)は地域的

には広範囲に存在し，深度は数10ｍ～300ｍとされてい

る．また，これらの試料のpHは８以上のｱﾙｶﾘ側にあっ

た．

一方，周辺地下水のＬ試料では井戸深度が200mであ

ってもCa２＋の比率が高く深層地下水の水質特性を示さ

ずAsは不検出であった．図３に井戸深度の深いこれら

４地下水の主要ｲｵﾝ成分のﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄを示す．

従って深層地下水については地域性よりも水質特性が

Asとの関連では重要であると考えられる．

既往の文献3)$)で，高pH，低Ca２＋，高Na＋等の水質特

性は地層中でFeにｱﾆｵﾝとして吸着しているAsが溶出し

やすい条件とされている．今回の結果から深井戸である
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A～C試料については前記の条件を満たしており地層由

来のAs溶出の可能性が高いものと考えられる．

一方，浅層地下水（領域Ⅱ）に属しAsの検出された

試料（D～K）は，すべて沖積層地域の地下水であり，

pHは概ね7～8の範囲にあった．一地点（D）を除いて

は，夏期と冬期で水質に大きな変化は見られなかった．

D試料はAsが0.006mg/L検出された夏期にはDOが低

く，ｱﾝﾓﾆｱ性窒素とD-Fe，D-Mn濃度が高濃度に検出さ

れており還元状態にあったことが分かる．冬期にはDO

が5.2mg/Lあり還元状態が解消し，Asも検出されなか

った．

一般にAsはFeに吸着され易いことからD地下水につ

いては水質が還元状態に陥った時に地層（土壌中）から

のFe溶出に伴ってFeに吸着していた微量のAsが溶出し

ていた可能性が高いものと考えられる5）．

E,F試料は本島西岸域の沖積層に位置する同一地区内

にある．周辺地下水としてE,F付近の２地下水（夏期

G1,H 冬期G2,H）を含めて調査した結果，PO4３－濃度

に顕著な相違が見られ，As不検出地下水のPO4３－濃度

と比較すると定期ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ地点のE,F試料はPO4３－濃度が

高いという特徴が見られた．

Ｉ,Ｊ,Ｋ地下水は本島東岸域の沖積層に位置しており，

Ｉ,Ｊ地下水ではＦ－が高い特徴が見られた．また，Ｋ試

料ではPO4３－が不検出地下水と比較して高濃度であっ

た．

また，Ｄ試料以外の浅層地下水に属する地下水では

As及びＦ－，PO4３－については夏期と冬期で濃度に大き

な変化は見られなかった．

PO4３－ は環境中でAsと似た性質を示すとされている

物質である．また、F－も地層からのAs溶出との関連が

指摘されている物質である４）．

今回の調査結果から、これらの浅層地下水についても

地質とAs濃度に何らかの関連があるものと考えられ

る6)．

Ⅴ　まとめ

平成１２年度の定期ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ時に行った調査結果から，

As検出地下水の水質特性は深層地下水型と浅層地下水

型の２つに分類できた．

深層地下水型の試料については高pH，低Ca，高Na等

のAs溶出を起こしやすいと見られている水質特性があ

り，地層からのAs溶出の可能性が考えられる．

浅層地下水型の試料のうち１地点についてはDO,D-

Fe,D-Mn等の結果から水質が還元状態に陥った時期に

Feの溶出に伴ってAsが溶出している可能性が高い結果

となった．

また，その他の浅層地下水型の試料についてはAsの

検出された地下水のＦ－，PO4３－が高い傾向が見られた．
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